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膜重防食塗装である I塗装系の採用や全工場塗装化など
の塗装方法の改善も行われている

5），6）。

ん頬僕 鄭椗
Ti 系という独自の成分系を採用しており，今回の橋梁向
塗装用鋼板の開発においても同様の技術を活用すること
とした。これはCr を添加しない方が腐食先端の pH緩和
により腐食抑制に効果があること，さらにCu-Ni-Ti 添加

により生成さびが緻密化するという知見に基づいている3）。
　本鋼板における塗装耐食性向上の想定メカニズムを図
1に示す。亜鉛層のない A系の場合，あるいは亜鉛層を
有するCあるいは I塗装系でも，亜鉛層が消失し犠牲防
食効果がｑ



　なお，従来の JIS 耐候性鋼（SMA）の中には塗装用と
して P種が規定され，Cu-Cr を含有する成分系であった
が，1990 年の道路橋示方書の改訂時に削除されている。
今回開発した橋梁向ロングライフ塗装用鋼は，この JIS 
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塗装用鋼板による塗膜下腐食の防止効果がはっきりと表
れている。
　一方，I系，C系では A系に比べてふくれ幅が著しく
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